
目
的
地
と
な
り
、
ま・

・ち
の
特
産
物
や
観
光

資
源
を
活
か
し
て
ひ・

・と
を
呼
び
、
地
域
に

し・

ご・

と・

を
生
み
出
す
核
へ
と
独
自
に
進
化

を
遂
げ
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
進
化
の
動
き
を
踏
ま
え
、

｢

道
の
駅｣

を
地
方
創
生
に
資
す
る
拠
点

と
す
る
先
駆
的
な
取
組
を
モ
デ
ル
箇
所
と

し
て
選
定
し
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
計

画
段
階
か
ら
総
合
的
に
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
般
、
重
点
「
道
の

駅
」
制
度
を
創
設
し
た
。

本
制
度
で
は
、
地
域
外
か
ら
活
力
を

呼
ぶ
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
と
地
域
の
元

気
を
創
る
「
地
域
セ
ン
タ
ー
型
」
の
２
つ

を
今
後
目
指
し
て
い
く
方
向
性
と
し
て
掲

は
じ
め
に

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に「
道
の
駅
」

の
登
録
制
度
を
創
設
し
て
か
ら
20
年
以

上
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
地
域
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、｢

道
の
駅｣

を
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
す
る
取
組
が
進
展
し
て

き
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
経
済
の
好
循
環

を
地
方
に
行
き
渡
ら
せ
る
成
長
戦
略
の
強

力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
「
道
の
駅
」
を
活
用

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
方
創
生
を
進
め

る
た
め
の
「
小
さ
な
拠
点
」
と
す
る
べ
く
、

今
般
、重
点「
道
の
駅
」制
度
を
創
設
し
た
。

先
駆
的
な
取
組
を
重
点
「
道
の
駅
」
と

30

石
川  

雄
一

四
童
子  

隆

小
島  

昌
希 4

「
道
の
駅
」に
よ
る
地
域
活
性
化
の
促
進

―
―
重
点
「
道
の
駅
」
制
度
の
創
設

国
土
交
通
省 

道
路
局
　
企
画
課
長

国
土
交
通
省 

道
路
局
　
国
道
・
防
災
課
　
企
画
専
門
官

国
土
交
通
省 

道
路
局
　
企
画
課
　
課
長
補
佐
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し
て
選
定
し
、
国
民
に
広
く
周
知
し
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
道
の
駅
」
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
の
取
組
を
促
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

1
重
点﹁
道
の
駅｣
制
度
の

概
要

も
と
も
と
、｢

道
の
駅｣

は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
立
ち
寄
る
ト
イ
レ
・
休
憩
施
設
と

し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
情
報
発
信
機
能
、

地
域
連
携
機
能
を
有
す
る
休
憩
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
日
で
は
、「
道
の
駅
」
自
体
が

図1   重点「道の駅」に想定される機能

地域外から活力を呼ぶ
ゲートウェイ型

地域の観光総合窓口機能
地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

インバウンド観光の促進
外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、

海外対応ATM 等

地方移住等の促進
地方移住のワンストップ窓口
ふるさと納税の情報提供 等

地域の元気を創る
地域センター型

地域の産業振興
地方特産品のブランド化、6次産業化 等

地域福祉の向上
診療所、役場機能、高齢者住宅 等

高度な防災機能
広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

「道の駅」が
活力を呼び、雇用を創出、

地域の好循環へ

（機能を兼ねるタイプも想定）
資料：国土交通省道路局
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げ
て
い
る
（
図
１
）。

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」
の
狙
い
の
一
つ
に

は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
観
光
振
興

等
に
よ
っ
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

各
地
の
特
産
物
や
観
光
資
源
を
活
か
し

て
、
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
地
方

経
済
に
与
え
る
波
及
効
果
が
大
き
い
。
地

域
の
観
光
総
合
窓
口
と
し
て
、
着
地
型
観

光
の
基
地
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
他
、
訪
日
外
国
人
の
数

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
中
、
東
京
以
外
の

地
域
に
も
外
国
人
観
光
客
の
訪
問
を
広
げ

る
べ
く
、
免
税
店
や
外
国
人
案
内
所
等
の

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
に

も
、
地
方
移
住
の
窓
口
等
直
接
的
な
人
口

増
加
へ
の
機
能
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、「
地
域
セ
ン
タ
ー
型
」
の
狙
い

と
し
て
は
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
山
間
地
域
等
に
お

け
る
「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成
支
援
が
挙

げ
ら
れ
る
。

人
口
減
少
社
会
の
中
、
医
療
や
福
祉
、

買
い
物
、
燃
料
供
給
等
の
日
常
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
「
小
さ
な
拠
点
」
に
集
約
し
、

維
持
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

「
道
の
駅
」
が
そ
の
核
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

次
に
、
本
制
度
に
お
け
る
重
点
「
道

の
駅
」
の
分
類
と
し
て
、
設
置
か
ら
一
定

年
数
以
上
経
過
し
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
特
に
優
れ
た
機
能
を
継
続
的

に
発
揮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
「
道
の

駅
」
で
あ
る
﹃
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」﹄

と
各
「
道
の
駅
」
か
ら
企
画
提
案
が
あ

り
、
今
後
の
重
点
支
援
に
よ
り
効
果
的
な

取
組
が
期
待
さ
れ
る
﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄

お
よ
び
企
画
の
具
体
化
に
向
け
、
地
域
の

意
欲
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
る﹃
重
点「
道

の
駅
」候
補
﹄に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

2
重
点﹁
道
の
駅｣
の
選
定

（
１
）﹃
全
国
モ
デ
ル﹁
道
の
駅
﹂﹄

全
国
１
０
４
０（
平
成
27
年
１
月
現
在
）

の
「
道
の
駅
」
の
中
か
ら
、
地
方
整
備
局

等
の
実
施
し
た
調
査
等
に
基
づ
き
、
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
特
に
優
れ
た
機

能
を
継
続
的
に
発
揮
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
を
﹃
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」﹄

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
選
定
す
る
こ
と

と
し
た
。

そ
の
際
、
設
置
か
ら
一
定
年
数
以
上
経

過
し
、
継
続
的
な
地
域
貢
献
の
視
点
も
加

味
し
、
道
路
利
用
者
の
認
知
度
を
含
め
て
、

先
に
述
べ
た
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
や
地

域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
揮
し
て
き
た
役
割

等
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
し
た
も
の

で
あ
る
。

﹃
全
国
モ
デ
ル「
道
の
駅
」﹄
は
、
既
に

高
い
実
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
成
果
や
そ
の
取
組

内
容
を
広
く
周
知
し
、
他
の
道
の
駅
の
参

考
と
な
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
て
、
利
用
者
へ
の
広
報
や
機
能
向
上
に

つ
い
て
、重
点
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２
）﹃
重
点
﹁
道
の
駅
﹂﹄

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
８
月
28
日

に
発
表
し
た
本
制
度
の
取
組
方
針
に
基
づ

き
企
画
提
案
を
募
集
し
た
結
果
、
提
案

の
あ
っ
た
１
１
０（
＊
）の
道
の
駅
の
中
か

ら
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
優
れ
た

企
画
が
あ
り
、
今
後
の
重
点
支
援
で
効
果

的
な
取
組
が
期
待
で
き
る
も
の
を
﹃
重
点

「
道
の
駅
」﹄
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
選

定
す
る
こ
と
と
し
た
（
＊
複
数
の
道
の
駅

が
連
携
し
た
企
画
提
案
は
、
１
つ
の
企
画

提
案
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）。

﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄
の
中
に
は
、
今
後

設
置
予
定
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
で
は
な
く
、
提
案
さ
れ
た

取
組
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
実
現
可
能
性

も
含
め
て
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

選
定
さ
れ
た
﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄
に

つ
い
て
は
、
施
設
整
備
等
を
含
め
、
提
案

さ
れ
た
取
組
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
道

表1   重点「道の駅」評価の観点

＜先駆性＞
◦取組の内容、手法等が特に先導的、先進的であること

＜地域活性化の効果＞
◦地域活性化への効果が見込めること

＜実現性＞
◦取組の内容が具体的であり、実現に向けた適切な体制を有すること
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の
駅
単
位
を
基
本
と
し
た
関
係
機
関
か
ら

構
成
さ
れ
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
重
点
支
援
を
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）﹃
重
点
﹁
道
の
駅
﹂
候
補
﹄

　
（
１
）﹃
全
国
モ
デ
ル「
道
の
駅
」﹄と（
２
）

﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄
に
加
え
て
、
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
な
る
企
画
の
具
体
化
に
向

け
、
地
域
で
の
意
欲
的
な
取
組
が
期
待
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、﹃
重
点
「
道
の
駅
」

候
補
﹄
と
し
て
地
方
整
備
局
長
等
が
選
定

す
る
こ
と
と
し
、
取
組
効
果
の
高
い
企
画

と
な
る
よ
う
、﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄
と
同

様
に
、
関
係
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議

会
に
よ
り
、
企
画
検
討
等
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

な
お
、﹃
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」﹄
と

﹃
重
点
「
道
の
駅
」﹄
の
選
定
に
際
し
て
は
、

取
組
の
内
容
、
手
法
等
が
特
に
先
導
的
、

先
進
的
で
あ
る
か
、
地
域
活
性
化
の
効
果

が
見
込
め
る
か
、
十
分
な
実
現
性
が
あ
る

か
を
踏
ま
え
て
評
価
を
行
い
、「
道
の
駅
」

有
識
者
懇
談
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、

決
定
し
て
い
る
（
31
ペ
ー
ジ
表
１
）。

「
道
の
駅
」
有
識
者
懇
談
会
に
お
い
て

は
、
重
点
「
道
の
駅
」
の
選
定
に
加
え
て
、

多
様
な
発
展
が
見
ら
れ
る
「
道
の
駅
」
の

取
組
を
広
く
共
有
し
、「
道
の
駅
」
の
さ

ら
な
る
活
用
を
図
る
た
め
の
取
組
の
実
施
、

「
道
の
駅
」
を
巡
る
課
題
や
今
後
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
（
図
２
）。

3
選
定
結
果

こ
れ
ら
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
、

全
国
の
道
の
駅
か
ら
、﹃
全
国
モ
デ
ル
「
道

の
駅
」﹄
全
６
箇
所
が
、
ま
た
地
方
整
備

局
等
を
通
じ
て
全
国
１
１
０
の
企
画
提
案

か
ら
﹃
重
点「
道
の
駅
」﹄
全
35
箇
所
、﹃
重

点
「
道
の
駅
」
候
補
﹄
全
49
箇
所
が
選
定

さ
れ
た
（
図
３
）。

こ
こ
で
は
、﹃
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」﹄

と
し
て
選
定
さ
れ
た
全
６
駅
の
特
長
に
つ

い
て
記
す
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型

（
１
）
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
」で
自
立
す
る
群
馬

県
川
場
村
の
産
業
、
情
報
、
交
流
の
核
と

し
て
人
気
の
道
の
駅
で
、
農
産
物
や
観
光

名
所
等
、
豊
富
な
地
域
資
源
へ
の
ア
ク
セ
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図3   重点「道の駅」選定箇所（全国モデル「道の駅」、重点「道の駅」）

全国モデル「道の駅」

重点「道の駅」

重点「道の駅」候補

地域活性化の拠点として、特に優れた機能を
継続的に発揮していると認められるもの

地域活性化の拠点となる優れた企画があり、
今後の重点支援で効果的な取組が期待でき
るもの

地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、
地域での意欲的な取組が期待できるもの

国土交通大臣選定

国土交通大臣選定

地方整備局長等選定

全国的なモデルとして成果を広く周知すると
ともに、さらなる機能発揮を重点支援

取組を広く周知するとともに、取組の実現に
向けて、関係機関が連携し、重点支援

関係機関が連携し、企画検討等を支援

今回選定
6箇所

今回選定
35箇所

今回選定
49箇所

★★★

資料：国土交通省道路局

図2   重点「道の駅」選定の流れ

重点「道の駅」実施の記者発表

企画内容の確認

「道の駅」有識者懇談会

重点「道の駅」選定結果公表

選定証授与式・交流会

「道の駅」有識者懇談会
委員長：石田 東生

筑波大学大学院 システム情報工学研究科教授
楓　 千里
JTBパブリッシング執行役員 ソリューション事業本部副本部長
篠原　 靖
跡見学園女子大学 マネジメント学部准教授
山田 知子
比治山大学 現代文化学部教授 （敬称略・五十音順）

資料：国土交通省道路局
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ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
道
の
駅
」
を
目
的

地
と
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、

人
口
約
３
７
０
０
人
の
村
で
、
利
用
者
数

年
間
約
１
２
０
万
人
（
リ
ピ
ー
タ
ー
が
７

割
）を
誘
致
し
て
い
る
。

駅
で
の
販
売（
約
10
億
円
）、雇
用
創
出

（
80
人
）に
加
え
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
荷
登
録
（
４
２
０
人
：
村
内
農
家
の

93
％
）
等
を
通
じ
て
経
済
・
地
域
活
性
化

の
効
果
は
、
地
域
に
広
く
波
及
し
て
い
る
。

（
２
）
も
て
ぎ

「
も
て
ぎ
」
に
お
い
て
は
、
柚ゆ

ず子
、
エ
ゴ

マ
等
の
特
産
品
を
加
工
す
る
「
も
て
ぎ
手

づ
く
り
工
房
」
を
整
備
し
、「
道
の
駅
」
を

核
と
し
た
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
お
り
、

農
産
物
の
生
産
指
導
か
ら
全
量
買
い
取
り
、

33
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
、
販

売
ま
で
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
な
ら
で
は
の
地
場
産
品
の

提
供
、
真も

岡お
か

鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
や
サ
ー
キ
ッ
ト

等
地
域
の
魅
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能
と
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
機
能
を
兼
ね
る
賑に

ぎ

わ
い
の
核
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、既
往
災
害
（
１
９
８
６
年
︹
昭

和
61
年
︺
洪
水
）
の
教
訓
か
ら
、
地
域
に

図4   重点「道の駅」選定箇所（平成27年1月30日公表）

資料：国土交通省道路局

凡　例

全国モデル「道の駅」6箇所

重点「道の駅」35箇所

225観光文化特集4.indd   33 2015/04/01   15:31



に
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
道
の
駅
」

を
展
開
し
て
い
る
。

売
り
場
面
積
１
㎡
当
た
り
の
売
上
高
は
、

一
般
的
な
ス
ー
パ
ー
の
約
２
倍
で
、
約

１
０
０
人
の
雇
用
を
創
出
、
さ
ら
に
、
値

も
付
い
て
な
か
っ
た
魚
を
加
工
品
と
し
て

商
品
化
す
る
「
萩は

ぎ

の
地
魚
も
っ
た
い
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
漁
業
者
の

所
得
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
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地
元
農
家
の
女
性
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
販
売
額
は
約
７
億
円
、
町
の
農
産
物

生
産
額
の
����
％
を
占
め
、
新
た
に
����
人
の

雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。

運
営
も
生
産
者
自
ら
が
手
作
り
で
、商

品
開
発
、
品
質
管
理
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
運

営
ま
で
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
商
品
開

発
は
、
女
性
で
構
成
さ
れ
る
複
数
の
チ
ー

ム
で
独
自
商
品
を
開
発
す
る
等
、
女
性
主

役
の
運
営
も
特
長
で
、
出
荷
農
家
は
、
当

初
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
（
１
７
６
人

↓
３
９
４
人
）。

さ
ら
に
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
や
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
、
����
年
間
で
利

用
者
は
６
倍
、
販
売
額
は
８
倍
に
増
加
し

て
い
る
。

�Û���Ü���ú
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東
日
本
大
震
災
時
に
、
自
衛
隊
・
救
急

隊
の
支
援
拠
点
と
し
て
機
能
を
発
揮
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
岩
手
県
広
域
防
災
拠
点

配
置
計
画
の
広
域
防
災
拠
点
に
位
置
づ
け

ら
れ
、ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、備
蓄
等
の
高
度

な
防
災
機
能
を
分
担
、
復
興
に
向
け
、
沿

岸
被
災
地
の
海
産
物
の
販
売
所
を
新
設
し
、

岩
手
県
内
「
道
の
駅
」
の
共
通
販
売
商
品

を
開
発
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
観
光
案

内
所
は
、
沿
岸
地
域
の
復
興
情
報
、
観
光

情
報
に
加
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
移
住
促

進
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

�S�˜�“�t
今
後
、
こ
れ
ら
の
重
点
「
道
の
駅
」
に

つ
い
て
は
、「
道
の
駅
」
が
自
由
な
発
想

で
進
化
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
保

ち
つ
つ
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
を
強
化
し
、

省
庁
の
枠
組
み
を
超
え
た
態
勢
で
支
援

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。「
道
の

駅
」
と
い
う
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

各
省
庁
が
政
策
支
援
を
行
う
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
の

弊
害
を
打
破
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
提
案
さ
れ
た
企
画
の
実
現
に
あ

た
っ
て
は
、
施
設
整
備
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
特
性
に
根
差
し
、
地
に
足
の
つ
い
た

営
業
計
画
や
ア
イ
デ
ア
が
求
め
ら
れ
る
。

今
般
創
設
し
た
重
点
「
道
の
駅
」
制

度
に
よ
り
、
選
定
さ
れ
た
全
国
の
「
道
の

駅
」
が
、
そ
う
し
た
高
み
を
目
指
し
て
い

く
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
全

体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続

き
国
土
交
通
省
と
し
て
も
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

（
い
し
か
わ　
ゆ
う
い
ち
／

し
ど
う
じ　
た
か
し
／
こ
じ
ま　
ま
さ
き
）

34�
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根
差
し
た
防
災
啓
発
の
た
め
に
茂
木
町

防
災
館
を
備
え
防
災
井
戸
を
設
置
し
て

い
る
。

�Û���Ü�q�ˆ�O�’

地
域
特
産
の
ビ
ワ
を
道
の
駅
が
中
心
と

な
り
、
加
工
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発

し
（
ビ
ワ
関
連
商
品
����
種
類
）、
従
来
の

規
格
外
品
の
活
用
や
需
要
安
定
に
よ
り

生
産
農
家
の
経
営
安
定
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
ビ
ワ
狩
り
や
体
験
企
画
、
菜
の

花
等
、
地
域
の
観
光
資
源
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
都
市
部
の
旅
行
会
社
へ
販
売
、
観

光
バ
ス
３
０
０
０
台
を
誘
致
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
１
０
０
事
業
者
に
効
果
が
波

及
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
形
浄
瑠
璃
等
の
地
域
文

化
の
発
信
や
、
地
元
産
野
菜
・
花か

き卉
の
マ

ル
シ
ェ
、
観
光
案
内
人
の
常
駐
、
非
常
用

電
源
等
の
防
災
設
備
等
、
地
域
の
拠
点
と

し
て
多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

�•�¬�·�ï �»�Ó��
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隣
接
の
魚
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
海
産

物
が
直
接
店
頭
に
並
ぶ
新
鮮
さ
を
特
長
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